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「絆につながる会話」 
	
 	
 	
 3年	
 Ｍ.Ｍ 

私は今回のテーマ「家族や身近な人との絆を見つめなおす」というのを考えようとした

とき、絆の正しい意味がわかりませんでした。私が好きな漫画やアニメによく出てくる言

葉ですが、軽々と口にしてしまっているので、絆の意味を深く考えたことがありませんで

した。辞書で絆の意味を調べてみると、人と人との大切なつながりのことだそうです。大

切なつながりとは何だろうと考えたとき、私は「会話」が重要なのではないかと思いまし

た。 
では次に、家族との会話について考えていこうと思います。他の家族をよく知らないの

で、私が比べても正確性に欠けると思いますが、私の家族の会話の量は多い方だと思いま

す。私がまだ小学生だったとき母から、私の友達のお母さんは自分の子どもが学芸会で何

の役をするのかを知らなかった、という話を聞きました。それと同時に母は「会話がない

からかな。」と言っていたことを思い出しました。このような話を何度か聞いたことがあっ

たので、私の家族は比較的会話が多い方だと判断しました。 
そこで、なぜ会話が多いのかを考えてみると、母がよく話すからではないかと思いまし

た。よく話すと言っても、べちゃくちゃしゃべり続けるようなおしゃべりという意味では

ありません。「先にできた料理食べてて」「洗濯物たたむの手伝って」などの些細な事が家

族の会話につながり、家族との絆につながっていると私は考えています。それと比べ、私

と父だけで母がいないときの会話は少ないと思います。全く会話がない訳ではありません

が、すぐに途切れてしまいます。例として最近あったのは「このテストはいつやったの」

と聞かれ「11月だよ」と私が答え、会話がすぐに終わってしまいました。この場合私が嫌
なテストの話を早く終わらせたいと思っているせいでもありますが、いつも父との会話は

すぐに途切れてしまうように感じます。これは会話がない、つまり家族との絆がないとい

うことにつながります。 
このことから、私は自分から会話をしていかなければならないと思いました。冬休み中、

私は家で自分の好きな事をして過ごしていましたが、私の家族は朝から仕事をしています。

だから私は両親に感謝をしています。それなのに絆がないというのは、家族としてなりた

っていない、おかしいのではと私は考えました。 
ではどうしたら私は途切れない会話ができるようになるかを考えてみました。考えた結

果、まずは会話ができる人の観察が必要だと思ったので、母を見てみようと思いました。

観察してみると、最初にも言った些細な言葉も重要だと思いましたが、ひとりごとの重要

さにも気づきました。ひとりごとと言うと、文字にあるように「ひとり」とあるのでまず

会話にならない、というのが私のイメージでしたが、母がひとりごと、例えば「わぁ。」「何

これ。」と言うと、「どうしたの。」「何かあった」と、そこから会話になっていくことがわ

かりました。このことから、私は家族との会話を広げるために、何か自ら口をあけて声を

出す努力が必要だと考えました。 
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私は家でも外でもしゃべることが少なく、恵泉では一日中食事以外で口をあけることが

なかった日がありました。ですが、会話をするために、家族や身近な人との絆を常に意識

して努力したいと思います。 


